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ぎ
い
で
な

 

あ
さ
ふ
ま

す
ら
む

 

そ
の
く
さ

ふ
か
の

 

たまきはる
たまきはる
たまきはる
たまきはる     
宇宇 宇宇 う智智 智智 ちのの のの 大大 大大 おほ野野 野野 のにに にに     
馬馬 馬馬 うま並並 並並 なめてめて めて

めて     
朝朝 朝朝 あさ踏踏 踏踏 ふますます ます

ます らむらむ らむ
らむ         

間 はし人 ひとの老 おゆ 

そのその その
その 草深草深 草深

草深 くさふか野野 野野 の    
    
巻
一
ー
四     

４ ３ ２ １ 

２ １ 

熟熟 熟熟 にき田津田津 田津
田津 たつにに にに     

船船 船船 ふな乗乗 乗乗 のりせむと
りせむと
りせむと
りせむと     

月月 月月 つき待待 待待 まてばてば てば
てば     

潮潮 潮潮 しほもかなひぬ
もかなひぬ
もかなひぬ
もかなひぬ         

額 ぬか田 たの

王 おおきみ    

今今 今今 いまはは はは 漕漕 漕漕 こぎぎ ぎぎ 出出 出出 いでなでな でな
でな         

巻
一
ー
八

 

あかねさす
あかねさす
あかねさす
あかねさす     
紫

野
紫

野
紫

野
紫

野

むらさきの行行 行行 ゆきき きき     
標標 標標 しめ野野 野野 の行行 行行 ゆきき きき     
野野 野野 の守守 守守 もりはは はは 見見 見見 みずやずや ずや

ずや         
額 ぬか田 たの

王 おおきみ 

君君 君君 きみがが がが 袖袖 袖袖 そで振振 振振 ふるる るる     
    
巻
一
ー
二
〇

    

よきよき よき
よき 人人 人人 ひとのの のの     
よしとよく
よしとよく
よしとよく
よしとよく 見見 見見 みてて てて     
よしと
よしと
よしと
よしと 言言 言言 いひしひし ひし

ひし     
吉吉 吉吉 よし野野 野野 のよくよく よく

よく 見見 見見 みよよ よよ         
天 てん武 む天 てん皇 のう 

よきよき よき
よき 人人 人人 ひとよくよく よく

よく 見見 見見 みつつ つつ         
巻
一
ー
二
七

    

采采 采采 うね女女 女女 めのの のの     
袖袖 袖袖 そで吹吹 吹吹 ふきかへす

きかへす
きかへす
きかへす     

明日香
明日香
明日香
明日香

あすか風風 風風 かぜ    
都都 都都 をを をを

みやこ

遠遠 遠遠 とほみみ みみ         
    
志
貴
皇
子

しきのみこ

    

いたづらに
いたづらに
いたづらに
いたづらに 吹吹 吹吹 ふくく くく         

巻
一
ー
五
一

    ４ ３ ５ 



 

 

  

い
も

を
も

と
め

む

や
ま
ぢ
し

ら
ず
も

  

ま
さ
き
く
あ
ら
ば
 

ま
た
か
へ
り
み
む
 

わ
が
た
ち

ぬ
れ
し

 

や
ま
の
し

づ
く
に

 

え
か
て
に

す
と
い
ふ

 

や
す
み
こ

え
た
り
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し

の
は
な

 

こ
せ
の
は

る
の
を

 

巨巨 巨巨 こ勢勢 勢勢 せ山山 山山 やまのの のの     
つらつら
つらつら
つらつら
つらつら

椿椿 椿椿 つばき    
つらつらに
つらつらに
つらつらに
つらつらに     
見見 見見 みつつつつ つつ

つつ 思思 思思 しのはなはな はな
はな         

坂
門
人
足

さかとのひとたり    
巨巨 巨巨 こ勢勢 勢勢 せのの のの 春春 春春 はる野野 野野 のをを をを         

巻
一
ー
五
四     

９ ８ ７ ６ 

９ ８ ７ ６ 

われはもや
われはもや
われはもや
われはもや     
安安 安安 やす見見 見見 み児児 児児 こ得得 得得 えたりたり たり

たり     
皆人皆人 皆人
皆人 みなひとのの のの     
得得 得得 え難難 難難 かてにすといふ

にすといふ
にすといふ
にすといふ         

藤
原
鎌
足

ふじわらのかまたり    

安安 安安 やす見見 見見 み児児 児児 こ得得 得得 えたりたり たり
たり         

巻
二
ー
九
五

    

あしひきの
あしひきの
あしひきの
あしひきの     
山山 山山 やまのしづくに

のしづくに
のしづくに
のしづくに         

妹妹 妹妹 いも待待 待待 まつとつと つと
つと     

わがわが わが
わが 立立 立立 たちち ちち 濡濡 濡濡 ぬれしれし れし

れし         
大
津
皇
子

おおつのみこ    

山山 山山 やまのしづくに
のしづくに
のしづくに
のしづくに         

巻
二
ー
一
〇
七

    

磐代磐代 磐代
磐代 いはしろのの のの     
浜松浜松 浜松
浜松 はままつがが がが 枝枝 枝枝 えをを をを     
引引 引引 ひきき きき 結結 結結 むすびび びび     
真真 真真 ま幸幸 幸幸 さきくあらば

くあらば
くあらば
くあらば         

有
間
皇
子

ありまのみこ    
またまた また
また 還還 還還 かへりり りり 見見 見見 みむむ むむ         

巻
二
ー
一
四
一     

秋山秋山 秋山
秋山 あきやまのの のの     
黄葉黄葉 黄葉
黄葉 もみちをを をを 茂茂 茂茂 しげみみ みみ     
迷迷 迷迷 まとひぬる

ひぬる
ひぬる
ひぬる         

妹妹 妹妹 いもをを をを 求求 求求 もとめめ めめ むむ むむ     
    
柿 かきの本 もとの人 ひと麻 ま呂 ろ    

山山 山山 やま道道 道道 ぢ知知 知知 しらずらず らず
らず もも もも         

巻
二
ー
二
〇
八

    １０ 
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い
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ゆ

 

淡海淡海 淡海
淡海 あふみのの のの 海海 海海 うみ    
夕波夕波 夕波
夕波 ゆふなみ千千 千千 ち鳥鳥 鳥鳥 どり    
汝汝 汝汝 ながが がが 鳴鳴 鳴鳴 なけばけば けば

けば     
情情 情情 もも もも

こころ

しのに
しのに
しのに
しのに     

    
柿 かきの本 もとの人 ひと麻 ま呂 ろ    

古古 古古 いにしへ思思 思思 おもほゆほゆ ほゆ
ほゆ     

    
巻
三
ー
二
六
六

    

田児田児 田児
田児 たごのの のの 浦浦 浦浦 うらゆゆ ゆゆ     
うちうち うち
うち 出出 出出 いでてでて でて

でて 見見 見見 みればれば れば
れば     

真真 真真 ま白白 白白 しろにそにそ にそ
にそ     

不不 不不 ふ尽尽 尽尽 じのの のの 高高 高高 たか嶺嶺 嶺嶺 ねにに にに         
山
部
赤
人

やまべのあかひと        
雪雪 雪雪 ゆきはは はは 降降 降降 ふりける

りける
りける
りける         

巻
三
ー
三
一
八     

あをによし
あをによし
あをによし
あをによし         
寧寧 寧寧 な楽楽 楽楽 らのの のの 京師京師 京師

京師 みやこはは はは     
咲咲 咲咲 さくく くく 花花 花花 はなのの のの     
薫薫 薫薫 にほふがごとく

ふがごとく
ふがごとく
ふがごとく         

小
野
老

おののおゆ    
今今 今今 いま盛盛 盛盛 さかりなり

りなり
りなり
りなり     

    
巻
三
ー
三
二
八

    

藤波藤波 藤波
藤波 ふぢなみのの のの     
花花 花花 はなはは はは 盛盛 盛盛 さかりにりに りに

りに     
なりにけり
なりにけり
なりにけり
なりにけり     
平城平城 平城
平城 ならのの のの 京京 京京 をを をを

みやこ

    
    
大 おお伴 ともの四 よ綱 つな    

思思 思思 おもほすや
ほすや
ほすや
ほすや 君君 君君 きみ    

    
巻
三
ー
三
三
〇

    

験験 験験 なな なな

しるし

きき きき     
物物 物物 ものをを をを 思思 思思 おもはずは

はずは
はずは
はずは     

一坏一坏 一坏
一坏 ひとつきのの のの     
濁濁 濁濁 にごれるれる れる

れる 酒酒 酒酒 さけをを をを     
        大 おお伴 ともの旅 たび人 と    

飲飲 飲飲 のむべくあるらし
むべくあるらし
むべくあるらし
むべくあるらし     巻

三
ー
三
三
八     

１１ １２ １３ １５ １４ 

１５ １４ １３ １２ １１ 
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つ
き
は

 

み
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け

し
け
る

 

世間世間 世間
世間 よのなかはは はは     
空空 空空 むなしきものと

しきものと
しきものと
しきものと     

あらむとそ
あらむとそ
あらむとそ
あらむとそ     
このこの この
この 照照 照照 てるる るる 月月 月月 つきはは はは         

作
者

さくしゃ未
詳

みしょう    
満満 満満 みちち ちち 闕闕 闕闕 かけしける

けしける
けしける
けしける         

巻
三
ー
四
四
二

    

みみ みみ 熊熊 熊熊 くま野野 野野 ののの のの     
浦浦 浦浦 うらのの のの 浜浜 浜浜 はま木木 木木 ゆ綿綿 綿綿 ふ    
百百 百百 もも重重 重重 へなすなす なす

なす     
心心 心心 はは はは

こころ
思思 思思 もへどへど へど

へど     
    
柿 かきの本 もとの人 ひと麻 ま呂 ろ    

直直 直直 ただにに にに 逢逢 逢逢 あはぬかも
はぬかも
はぬかも
はぬかも         

巻
四
ー
四
九
六

    

にほにほ にほ
にほ 鳥鳥 鳥鳥 どりのの のの     
潜潜 潜潜 かづくく くく 池池 池池 いけ水水 水水 みづ    
情情 情情 ああ ああ

こころ
らばらば らば
らば     

君君 君君 きみにわが
にわが
にわが
にわが 恋恋 恋恋 こふるふる ふる

ふる         
大 おお伴 ともの坂 さかの上 うえの郎

女

いらつめ    
情情 情情 こころ示示 示示 しめさねさね さね

さね     
    
巻
四
ー
七
二
五     

龍龍 龍龍 たつのの のの 馬馬 馬馬 まもも もも     
今今 今今 いまもも もも 得得 得得 えてしか

てしか
てしか
てしか     

あをによし
あをによし
あをによし
あをによし     
奈良奈良 奈良
奈良 ならのの のの 都都 都都 にに にに

みやこ

    
    
大 おお伴 ともの旅 たび人 と    

行行 行行 ゆきてきて きて
きて 来来 来来 こむむ むむ 為為 為為 ため        

巻
五
ー
八
〇
六     

春春 春春 はるされば
されば
されば
されば     

木木 木木 こ末末 末末 ぬれ隠隠 隠隠 がくれてれて れて
れて     

鶯鶯 鶯鶯 うぐひすそそ そそ     
鳴鳴 鳴鳴 なきてきて きて

きて 去去 去去 いぬなる
ぬなる
ぬなる
ぬなる         

山 やま口 ぐちの若 わか麻 ま呂 ろ    
梅梅 梅梅 うめがが がが 下下 下下 しづ枝枝 枝枝 えにに にに     

    
巻
五
ー
八
二
七

    

１６ １７ １８ ２０ １９ 

２０ １９ １８ １７ １６ 
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に

 

ち
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ば
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く

 

玉玉 玉玉 たま藻藻 藻藻 も刈刈 刈刈 かるる るる     
辛辛 辛辛 から荷荷 荷荷 にのの のの 島島 島島 しまにに にに     
島島 島島 しま廻廻 廻廻 みするする する

する     
鵜鵜 鵜鵜 うにしもあれや

にしもあれや
にしもあれや
にしもあれや         

山
部
赤
人

やまべのあかひと    
家家 家家 いへ思思 思思 おもはざらむ

はざらむ
はざらむ
はざらむ         

巻
六
ー
九
四
三

    

振振 振振 ふり仰仰 仰仰 さけてけて けて
けて     

若月若月 若月
若月 みかづき見見 見見 みればれば れば

れば     
一一 一一 ひと目目 目目 め見見 見見 みしし しし     
人人 人人 ひとのの のの 眉引眉引 眉引

眉引 まよびき        
    
大
伴
家
持

おおとものやかもち    
思思 思思 おもほゆるかも

ほゆるかも
ほゆるかも
ほゆるかも         

巻
六
ー
九
九
四

    

天 あめのの のの 海海 海海 うみにに にに     
雲雲 雲雲 くものの のの 波波 波波 なみ立立 立立 たちち ちち     
月月 月月 つきのの のの 船船 船船 ふね        
星星 星星 ほしのの のの 林林 林林 にに にに

はやし

        
    柿 かきの本 もとの人 ひと麻 ま呂 ろ歌

集

かしゅう    
漕漕 漕漕 こぎぎ ぎぎ 隠隠 隠隠 かくるる るる 見見 見見 みゆゆ ゆゆ         巻

七
ー
一
〇
六
八

    

２１ ２２ ２３ ２５ ２４ 

２１ ２２ ２３ ２５ ２４ 

ぬばたまの
ぬばたまの
ぬばたまの
ぬばたまの     
夜夜 夜夜 よのの のの 更更 更更 ふけぬれば

けぬれば
けぬれば
けぬれば         

久久 久久 ひさ木木 木木 き生生 生生 おふるふる ふる
ふる     

清清 清清 きよきき きき 川川 川川 かは原原 原原 らにに にに     
    
山
部
赤
人

やまべのあかひと    
千千 千千 ち鳥鳥 鳥鳥 どりしばしば しば

しば 鳴鳴 鳴鳴 なくく くく         
巻
六
ー
九
二
五

    

ぬばたまの
ぬばたまの
ぬばたまの
ぬばたまの     
夜夜 夜夜 よ霧霧 霧霧 ぎりのの のの 立立 立立 たちてちて ちて

ちて     
おほほしく
おほほしく
おほほしく
おほほしく     
照照 照照 てれるれる れる

れる 月月 月月 つく夜夜 夜夜 よのの のの         
大 おお伴 ともの坂 さかの上 うえの郎

女

いらつめ    
見見 見見 みればれば れば

れば 悲悲 悲悲 かなしし しし ささ ささ         
巻
六
ー
九
八
二
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ひ
か
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す

く
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き

 

よ
は
ふ
け

に
つ
つ

 

あしひきの
あしひきの
あしひきの
あしひきの     
山川山川 山川
山川 やまがはのの のの 瀬瀬 瀬瀬 せのの のの     
響響 響響 なるなへに

るなへに
るなへに
るなへに     

弓弓 弓弓 ゆ月月 月月 つきがが がが 嶽嶽 嶽嶽 たけにに にに     
    柿 かきの本 もとの人 ひと麻 ま呂 ろ歌

集

かしゅう    
雲雲 雲雲 くも立立 立立 たちち ちち 渡渡 渡渡 わたるる るる     

    巻
七
ー
一
〇
八
八

    

石石 石石 いはばしる
ばしる
ばしる
ばしる     

垂垂 垂垂 たる水水 水水 みのの のの 上上 上上 うへのの のの     
ささ ささ 蕨蕨 蕨蕨 のの のの

わらび
    

萌萌 萌萌 もええ ええ 出出 出出 いづるづる づる
づる 春春 春春 はるにに にに         

志
貴
皇
子

しきのみこ    
なりにけるかも
なりにけるかも
なりにけるかも
なりにけるかも         

巻
八
ー
一
四
一
八

    

秋秋 秋秋 あき萩萩 萩萩 はぎのの のの     
散散 散散 ちりのまがひに

りのまがひに
りのまがひに
りのまがひに     

呼呼 呼呼 よびび びび 立立 立立 たてててて てて
てて     

鳴鳴 鳴鳴 なくなる
くなる
くなる
くなる 鹿鹿 鹿鹿 しかのの のの         

湯 ゆ

原 はらの

王 おおきみ    
声声 声声 こゑのの のの 遙遙 遙遙 はるけさけさ けさ

けさ     
    
巻
八
ー
一
五
五
〇

    

２６ ２７ ２８ ３０ ２９ 

３０ ２９ ２８ ２７ ２６ 

海海 海海 うな原原 原原 はらのの のの     
道道 道道 みち遠遠 遠遠 とほみかも

みかも
みかも
みかも     

月月 月月 つく読読 読読 よみのの のの     
光光 光光 すす すす

ひかり

くなき
くなき
くなき
くなき     

    
作
者

さくしゃ未
詳

みしょう    
夜夜 夜夜 よはは はは 更更 更更 ふけにつつ

けにつつ
けにつつ
けにつつ         

巻
七
ー
一
〇
七
五

    

秋秋 秋秋 あきのの のの 野野 野野 のにに にに     
咲咲 咲咲 さきたる

きたる
きたる
きたる 花花 花花 はなをを をを     

指折指折 指折
指折 およびをりり りり     
かきかき かき
かき 数数 数数 かぞふれば

ふれば
ふれば
ふれば         

山 やまの上 うえの憶 おく良 ら    
七種七種 七種
七種 ななくさのの のの 花花 花花 はな        

    
巻
八
ー
一
五
三
七     
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つ
ど
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る

 

う
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く
ら
む

 

や
ま

が
は
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せ

に

 

け
ふ
ふ
る

あ
め
に

 

ち
り
か
す

ぎ
な
む

 

お
く
こ
の

に
は
に

 

こ
ほ
ろ
ぎ

な
く
も

 

夕夕 夕夕 ゆふ月月 月月 づく夜夜 夜夜 よ    
心心 心心 もも もも

こころ

しのに
しのに
しのに
しのに     

白白 白白 しら露露 露露 つゆのの のの     
置置 置置 おくこの

くこの
くこの
くこの 庭庭 庭庭 にはにに にに         

湯 ゆ

原 はらの

王 おおきみ    
蟋蟀蟋蟀 蟋蟀
蟋蟀 こほろぎ鳴鳴 鳴鳴 なくもくも くも

くも     
    
巻
八
ー
一
五
五
二

    

明日明日 明日
明日 あす香香 香香 か川川 川川 がは    
行行 行行 ゆきき きき 廻廻 廻廻 みるる るる 丘丘 丘丘 をかのの のの     
秋秋 秋秋 あき萩萩 萩萩 はぎはは はは     
今今 今今 け日日 日日 ふ降降 降降 ふるる るる 雨雨 雨雨 あめにに にに         

丹丹 丹丹 たじ比比 比比 ひの国国 国国 くに人 ひと    
散散 散散 ちりかりか りか

りか 過過 過過 すぎなむ
ぎなむ
ぎなむ
ぎなむ         

巻
八
ー
一
五
五
七

ももしきの
ももしきの
ももしきの
ももしきの     
大宮人
大宮人
大宮人
大宮人

おほみやびとはは はは     
暇暇 暇暇 ああ ああ

いとま

れやれや れや
れや     

梅梅 梅梅 うめをを をを 插頭插頭 插頭
插頭 かざしてして して

して         
作
者

さくしゃ未
詳

みしょう    
ここに
ここに
ここに
ここに 集集 集集 つどへるへる へる

へる         
巻
十
ー
一
八
八
三

春春 春春 はる楊楊 楊楊 やなぎ    
葛城葛城 葛城
葛城 かづらき山山 山山 やまにに にに     
たつたつ たつ
たつ 雲雲 雲雲 くものの のの     
立立 立立 たちても

ちても
ちても
ちても 坐坐 坐坐 ゐてもても ても

ても         柿 かきの本 もとの人 ひと麻 ま呂 ろ歌
集

かしゅう    
妹妹 妹妹 いもをしそ

をしそ
をしそ
をしそ 思思 思思 おもふふ ふふ         巻

十
一
ー
二
四
五
三

    

３１ ３２ ３３ ３５ ３４ 

３５ ３４ ３３ ３２ ３１ 

あしひきの
あしひきの
あしひきの
あしひきの     
山山 山山 やまのの のの 黄葉黄葉 黄葉

黄葉 もみちば    
今今 今今 こ夜夜 夜夜 よひもかもか もか

もか     
浮浮 浮浮 うかびゆくらむ

びゆくらむ
びゆくらむ
びゆくらむ         

大
伴
書
持

おおとものふみもち    
山川山川 山川
山川 やまがはのの のの 瀬瀬 瀬瀬 せにに にに     

    
巻
八
ー
一
五
八
七



 

 

  

き
み
し
ふ

み
て
ば

 

た
ま
と
ひ

ろ
は
む

 

わ
れ
に
よ
す
と
ふ
 

ま
ま
の
て
こ
な
を

 

か
な
し
き

こ
ろ
が

 

に
の
ほ
さ

る
か
も

 

き
み
に
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ふ
る
も

 

わ
が
こ
こ

ろ
か
ら

 

き
み
を
い

は
ね
ば

 

お
も
ひ
そ

わ
が
す
る

 

斑鳩斑鳩 斑鳩
斑鳩 いかるがのの のの     
因可因可 因可
因可 よるかのの のの 池池 池池 いけのの のの     
宜宜 宜宜 よろしくも

しくも
しくも
しくも     

君君 君君 きみをを をを 言言 言言 いはねば
はねば
はねば
はねば         作

者

さくしゃ未
詳

みしょう    
思思 思思 おもひそわがする

ひそわがする
ひそわがする
ひそわがする         巻

十
二
ー
三
〇
二
〇

    

わわ わわ がが がが 情情 情情 こころ    
焼焼 焼焼 やくもわれなり

くもわれなり
くもわれなり
くもわれなり     

愛愛 愛愛 はしきやし
しきやし
しきやし
しきやし     

君君 君君 きみにに にに 恋恋 恋恋 こふるも
ふるも
ふるも
ふるも         作

者

さくしゃ未
詳

みしょう    
わがわが わが
わが 心心 心心 かか かか

こころ らら らら     
    巻
十
三
ー
三
二
七
一     

筑筑 筑筑 つく波波 波波 は嶺嶺 嶺嶺 ねにに にに     
雪雪 雪雪 ゆきかもかも かも

かも 降降 降降 ふらるらる らる
らる     

否否 否否 いなをかも
をかも
をかも
をかも     

かなしき
かなしき
かなしき
かなしき 児児 児児 ころがろが ろが

ろが         東
歌

あずまうた・
常 ひた陸 ちの国 くに    

布布 布布 にの乾乾 乾乾 ほさるかも
さるかも
さるかも
さるかも         巻

十
四
ー
三
三
五
一

    

葛飾葛飾 葛飾
葛飾 かづしかのの のの     
真間真間 真間
真間 ままのの のの 手児奈

手児奈
手児奈
手児奈

てこなをを をを     
まことかも
まことかも
まことかも
まことかも     
われに
われに
われに
われに 寄寄 寄寄 よすとふ

すとふ
すとふ
すとふ         東

歌

あずまうた・
下
総
国

しもつふさのくに    
真間真間 真間
真間 ままのの のの 手児奈

手児奈
手児奈
手児奈

てこなをを をを         巻
十
四
ー
三
三
八
四     

信信 信信 しな濃濃 濃濃 のなるなる なる
なる     

千千 千千 ち曲曲 曲曲 ぐまのの のの 川川 川川 かはのの のの     
細石細石 細石
細石 さざれしもも もも     
君君 君君 きみしし しし 踏踏 踏踏 ふみてば

みてば
みてば
みてば         東

歌

あずまうた・
信
濃
国

しなののくに    
玉玉 玉玉 たまとと とと 拾拾 拾拾 ひろはむはむ はむ

はむ     
    巻
十
四
ー
三
四
〇
〇

    

３６ ３７ ３８ ４０ ３９ 

４０ ３９ ３８ ３７ ３６ 
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は

 

た
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下野下野 下野
下野 しもつけの    
三三 三三 み毳毳 毳毳 かものの のの 山山 山山 やまのの のの     
小小 小小 こ楢楢 楢楢 ならのすのす のす

のす     
まま まま 妙妙 妙妙 ぐはしし しし 児児 児児 ころはろは ろは

ろは         東
歌

あずまうた・
下
野
国

しもつけのくに    
誰誰 誰誰 たがが がが 笥笥 笥笥 けかか かか 持持 持持 もたむたむ たむ

たむ         巻
十
四
ー
三
四
二
四

    

安安 安安 あ達達 達達 だ太太 太太 た良良 良良 らのの のの     
嶺嶺 嶺嶺 ねにに にに 臥臥 臥臥 ふすす すす 鹿鹿 鹿鹿 し猪猪 猪猪 しのの のの     
ありつつも
ありつつも
ありつつも
ありつつも     
吾吾 吾吾 あれはは はは 到到 到到 いたらむらむ らむ

らむ     
    東

歌

あずまうた・
陸
奥
国

みちのくのくに    
寝寝 寝寝 ね処処 処処 どなな なな 去去 去去 さりそね

りそね
りそね
りそね         巻

十
四
ー
三
四
二
八

    

君君 君君 きみがが がが 行行 行行 ゆくく くく     
海海 海海 うみ辺辺 辺辺 へのの のの 宿宿 宿宿 やどにに にに     
霧霧 霧霧 きり立立 立立 たたばたば たば

たば     
吾吾 吾吾 あがが がが 立立 立立 たちち ちち 嘆嘆 嘆嘆 なげくく くく         作

者
さくしゃ未

詳
みしょう    

息息 息息 いきとと とと 知知 知知 しりませ
りませ
りませ
りませ         巻

十
五
ー
三
五
八
〇

    

天皇天皇 天皇
天皇 すめろきのの のの     
御御 御御 代代 代代 みよ栄栄 栄栄 さかえむと

えむと
えむと
えむと     

東東 東東 なな なな

あづま

るる るる     
陸陸 陸陸 みち奥奥 奥奥 のく山山 山山 やまにに にに         

    大
伴
家
持

おおとものやかもち    
黄黄 黄黄 く金金 金金 がね花花 花花 はな咲咲 咲咲 さくく くく     

    巻
十
八
ー
四
〇
九
七

    

春春 春春 はるのの のの 苑苑 苑苑 その    
紅紅 紅紅 くれなゐにに にに ほふほふ ほふ

ほふ     
桃桃 桃桃 もものの のの 花花 花花 はな    
下下 下下 した照照 照照 でるる るる 道道 道道 みちにに にに     

    大
伴
家
持

おおとものやかもち    
出出 出出 いでで でで 立立 立立 たつつ つつ 少少 少少 女女 女女 をとめ        巻

十
九
ー
四
一
三
九

    

４１ ４２ ４３ ４５ ４４ 

４５ ４４ ４３ ４２ ４１
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い
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つ

 

う
た
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な
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と

 

朝朝 朝朝 あさ床床 床床 どこにに にに     
聞聞 聞聞 きけばけば けば

けば 遙遙 遙遙 はるけしけし けし
けし     

射射 射射 い水川水川 水川
水川 みづかは    

朝朝 朝朝 あさ漕漕 漕漕 こぎしつつ
ぎしつつ
ぎしつつ
ぎしつつ         大

伴
家
持

おおとものやかもち    
歌歌 歌歌 うたふふ ふふ 船人船人 船人

船人 ふなびと        
    巻
十
九
ー
四
一
五
〇

    

大船大船 大船
大船 おほふねにに にに     
真真 真真 ま楫楫 楫楫 かぢ繁繁 繁繁 しじ貫貫 貫貫 ぬきき きき     
このこの この
この 吾子吾子 吾子
吾子 あこをを をを     

韓国韓国 韓国
韓国 からくにへへ へへ 遣遣 遣遣 やるる るる     

    光光 光光 こう明明 明明 みょう皇皇 皇皇 こう后 ごう    
斎斎 斎斎 いはへへ へへ 神神 神神 かみたちたち たち

たち     
    巻
十
九
ー
四
二
四
〇

    

春春 春春 はるのの のの 野野 野野 のにに にに     
霞霞 霞霞 たた たた

かすみ
なびき
なびき
なびき
なびき     

うらうら うら
うら 悲悲 悲悲 がなしし しし     
このこの この
この 夕夕 夕夕 ゆふかか かか げげ げげ にに にに         大

伴
家
持

おおとものやかもち    
鶯鶯 鶯鶯 うぐひす鳴鳴 鳴鳴 なくもくも くも

くも     
    巻
十
九
ー
四
二
九
〇

    

うらうらに
うらうらに
うらうらに
うらうらに     
照照 照照 てれるれる れる

れる 春日春日 春日
春日 はるひにに にに     

雲雲 雲雲 雀雀 雀雀 ひばりあがり
あがり
あがり
あがり     

情情 情情 こころ悲悲 悲悲 かなしし しし もも もも     
    大
伴
家
持

おおとものやかもち    
独独 独独 ひとりしおもへば

りしおもへば
りしおもへば
りしおもへば         巻

十
九
ー
四
二
九
二

    

見見 見見 み渡渡 渡渡 わたせばせば せば
せば     

向向 向向 むかつつ つつ 峰峰 峰峰 をのの のの 上上 上上 へのの のの     
花花 花花 はなにほひ

にほひ
にほひ
にほひ     

照照 照照 てりてりて りて
りて 立立 立立 たてるは

てるは
てるは
てるは         大

伴
家
持

おおとものやかもち    
愛愛 愛愛 はしきしき しき

しき 誰誰 誰誰 たがが がが 妻妻 妻妻 つま        巻
二
十
ー
四
三
九
七

    

４６ ４７ ４８ ５０ ４９ 

５０ ４９ ４８ ４７ ４６ 


